
住友化学の経営理念

住友の事業精神

住友の事業精神を継承し、
自らの成長と社会への貢献を実現

企業理念

わが住友の営業は信用を重んじ確実を旨とし、
もってその鞏

きょうこ

固隆盛を期すべし。

取引先の信頼、社会の信頼に応えることを
最も大切にするということ

わが住友の営業は時勢の変遷、理財の得失を
計り、弛張興廃することあるべしといえども、
いやしくも浮利にはしり軽進すべからず。

目先の利益のみにとらわれることのないよう
にという、強い戒め

住友化学は、約400年の歴史を持つ

「住友家」の事業を起源とし、現在もその

事業経営の根本精神を継承しています。

そして、その住友の事業精神を踏まえ、

住友化学としての基本精神や使命、

価 値 観 を整理し、「経営理念」として

明文化しています。

「営業の要旨」

第 1 条 

第 2 条 

住友化学の企業理念体系

1. 技術を基盤とした新しい価値の創造に常に挑戦します。

2. 事業活動を通じて人類社会の発展に貢献します。

3. 活力にあふれ社会から信頼される企業風土を醸成します。

信用を重んじ
確実を旨とし

浮利にはしり
軽進すべからず

住友の
事業精神

経営理念

サステナビリティ推進基本原則

住友化学企業行動憲章

自
じりりた

利利他 公
こうしいちにょ

私一如
住友の事業は、

住友自身を利するとともに、
国家を利し、かつ社会を利するもの

でなければならない

住友化学とは 企業理念
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住友化学企業行動憲章

サステナビリティ推進基本原則

企業価値の向上

企業理念に基づいた
住友化学の企業価値向上の考え方
住友の事業精神を表す「自利利他 公私一如」は、「住友
の事業は自社の発展のみではなく、社会にも貢献するも
のでなければならない」という意味で、当社グループが創
業から大切にしてきた考え方であり、Creating Shared 
Valueにも通じるものです。GXの観点を加えて絶えず事業
を変革しながら、当社グループの持続的な成長（自利）と、
社会への価値創出（利他）を実現します。これにより、経済
価値と社会価値を一体的に創出（公私一如）し、企業価値
の向上を目指します。

企業価値向上のイメージ

1. 住友の事業精神を尊重し、世の中から尊敬される「よき社会人」として行動する。
2. 国内外の法令を守り、会社の規則にしたがって行動する。
3. 社会の発展に幅広く貢献する、有用で安全性に配慮した技術や製品を開発、提供する。
4. 無事故、無災害、加えて、地球環境の保全を目指し、自主的、積極的な取組みを行う。
5. 公正かつ自由な競争に基づく取引を行う。
6. 健康で明るい職場づくりを心がける。
7. 一人ひとりが、それぞれの分野において、高度な技術と知識をもったプロフェッショナルになるよう、研鑽していく。
8. 株主、取引先、地域社会の方々等、企業をとりまくさまざまな関係者とのコミュニケーションを積極的に行う。
9. 国際社会の一員として、世界各地の文化・慣習を尊重し、その地域の発展に貢献する。

10. 以上の行動指針に基づく事業活動を通じ、会社の健全な発展に努める。

原則 1 

原則 2

原則 3

原則 4

原則 5

原則 6

経済価値と社会価値の創出（「自利利他 公私一如」の推進）

国際社会の重要課題解決への貢献

関係機関との連携

ステークホルダーとの協働

トップコミットメントと全員の参画

ガバナンス

利他

自利経済価値の創出

自らの持続的な成長
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